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大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み－ 

（平成３０年６月～令和元年９月の取組） 
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SPLENDOR PLAN 2017 

（平成 29年 4月） 

◯ミッション（使命と役割） 
新しい平和科学の理念＝「持続可能

な発展を導く科学」を確立し，多様性

をはぐくむ自由で平和な国際社会の

実現 

◯全体コンセプト 
「持続可能な発展を導く科学」を実

践する世界的な教育研究拠点の構築 
 

建学の精神（昭和 25年 11月） 

○ 自由で平和な一つの大学 
 

理念５原則（平成 7年 10月） 

◯ 平和を希求する精神 

◯ 新たなる知の創造 

◯ 豊かな人間性を培う教育 

◯ 地域社会・国際社会との共存 

◯ 絶えざる自己変革 
 

総合戦略室 
令和元年 10月 作成 
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◎ 大学の改革に向けての方向性 

☆ 令和元年度の教育研究組織整備 

  ・広島大学大学院の生物・生命系の 4研究科 7専攻（一部を含む）を再編し「統合生命科学研究科」を新

設【平成 31年 4月】 
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◎ 教育に関する取組 
○ 平和を希求し，チャレンジする国際的教養人の育成 

╩ ⌂ꜟⱣכ꜡◓╢∆ ≤ ↄ ™ ⅛⌂ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔ ↕╕↨╕⌂

ꜟⱣכ꜡◓ה ╩  

☆ 各国政府代表者や在京大使による平和をテーマにした講

演会「ピース・レクチャー・マラソン」を開催 

1 ◄☺ⱪ♩ ה   

כ□ⱨ♇●הꜟ♦Ⱪ▪הⱨ♥▪ה♪♇ꜞכ◌  

ₒ 30 10 ₓ 

2 ꜞ♩▪♬▪ ☻ꜞfl▼ꜟⱠ◒☻ה☻ꜙꜞ►◘ 

ₒ 30 10 ₓ 

3 ♩ꜟ◖  ⱶꜝ

ⱷꜟ☺ꜗfiה♩♇ ₒ 30 12 ₓ 

4  Ɽ♩ꜞ◦▪הⱨ꜡▪

ₒ 31 1 ₓ 

Ἒ ₈ ₉─ ≤⇔≡ ☻ⱳכ♠ ⱦ☺Ⱡ☻⌂≥ ≢ ↕╣≡

╢╟⌐כ♄כꜞ╢™ ₈ ⌐ ┌√ↄ⁹ ─ ₉╩ ₒ 31 4 5 ₓ 

 
○ 教育成果に係る評価 

Ἒ ₈ ⌐ ™ ╩⇔≡™╢ ꜝfi◐fi◓₉⌐⅔™≡ 3 ₈ ─ₐ ₑ⅜ ™

ꜝfi◐fi◓₉≢ 2 ⌐ꜝfi◒▬fiₒ 30 10 ₓ 

☆ 「企業の人事担当者から見た大学のイメージ調査ランキング」において，「対人力」で全国 1位，総合ラ

ンキングで 5位にランクイン【令和元年 6月】 

 
○ その他教育に関する取組 

Ἒ ⅜ ─ ⌐ ₒ 30 9 ₓ 

☆ 年 10年 
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○ その他社会貢献に関する取組 
Ἒ ⅛╠─ ╩ ╘ ⌂╕∟≠ↄ╡╩ ∆₈ↄ╣꞉fi♄כꜝfi♪ ₉⅛╠─

╩ ↑ ה ⌐⅔↑╢ ─ ה ─ ≤⇔≡ ╛ ⌂

≥─ ╩ ∫≡™ↄ√╘⌐ ⌐₈ ◘♥ꜝ▬♩₉╩ ₒ 31 1 ₓ 

Ἒ ─ ⌂ ╛ ה ─ ╩ ⇔ ⅜ ∆╢ ─ ╛ ─ ─

√╘⌐ ∆╢↓≤╩ ≤⇔√₈ ─ ⱪ꜡☺▼◒♩₉╩☻♃כ♩ₒ 7 ₓ 

Ἒ ≤ ⅜ ⇔√₈▪◌♦Ⱶ♇◒ה◄fi♃כⱪꜝ▬☼⅜ ∆╢◘☻♥♫Ⱪꜟהꜚ♬fl

fi►♃ה▫♥◦כ□ ₉⅜ ─ ₈2019 ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi⌐╟╢

DESIGN-i ₉⌐ ₒ 7 ₓ 

☆ 組織的かつ中長期的な産学官連携の強化を推進し，地域社会ならびに国際社会の平和と発展に貢献するた

め，企業等と包括的協力協定を締結（10件） 

ה ⅛╠─ ┘ ─ ╩ ╢↓≤ ₒ 30 8 ₓ 

♃ꞌⱢ▪ה ⌂≥⌐⅔↑╢ ─ ╩ ™ ה ⌂

≥ ─ ⌐ ≠⅝ ╠╣√ ╩ ↄ ⌐ ה ∆╢↓≤ ₒ 30 10 ₓ 

ה ─ ≤ ─ ⌐ ∆╢↓≤  

ₒ 30 11 ₓ 

ה ⅜ ≈ ╩ ⌐ ⇔√ ╩ ╘╢↓≤≢ ─ ╛ ─

ה ─ ⌐ ∆╢↓≤ ₒ 30 11 ₓ 

ה Ᵽꜟ◖ⱶ ⌐⅔↑╢ ה ⌂≥╩ ™ ↄ ⌐ ∆╢↓≤  

ₒ 30 12 ₓ 

ה ─ ₁⌂ ⌐ ⅛≈ ⌐ ⇔ ─☻ⱦכ◘ ┘ ─

╩ ╢↓≤ ₒ 30 12 ₓ 

ה ה ה └╤⇔╕ ה └╤⇔╕ⱬfi♅ꜗכ

⌐⅔↑╢ ה ה ╩ ה ∆╢↓≤≢ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi╩

⌐ ╖ ⇔ ⌐ √⌂ ה ⅜ ↕╣╢ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfiה◄◖◦☻♥ⱶ

╩ ∆╢↓≤ ₒ 31 4 ₓ 

ה ┘ ⌐ ⌂ ─ ╩ ℮↓≤  

ₒ 5  x

ה NTT♪◖⸗ 5G╩ ⇔√ ╩ ℮↓≤ ₒ 5 ₓ 

ה ▫fl♇▪ה ─ ╩ ⇔√ ╩ ⇔≡ ╘╢↓≤⌐╟╡

─╟╡ ─ ⌂ ─ ╩ ╢↓≤ ₒ 7 ₓ 

 

 

◎ 国際戦略に関する取組 
○ 国際機関・海外政府機関との連携強化 

⅜ ℮ ─ ⌐⅔™≡ ─

╖╩ ⅛⇔≈≈ ™╩ ╘ ℮Ɽכ♫♩כ≤⇔≡─ ╩

⇔≡ ─ ⌐ ∆╢√╘ ╛ ≤

⌐  

☆ インドネシア ジャカルタの副大統領公邸において，ムハ

ンマッド・ユソフ・カッラ副大統領と越智学長が，これから

の両国間の学術交流の拡大（150人を超えるインドネシアか

らの学生受入れやインドネシア政府奨学金（LPDP）受給者の

派遣先が東京大学・京都大学に限定されたこと等）について

会談【平成 31年 2月】 ◌♇ꜝ ≤ ─ ─  
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☆ 横浜で開催された TICAD 7（アフリカ開発会議）の会場に

おいて，アブドゥルファッターハ・エルシーシ エジプト大

統領と越智学長が，これからの両国間の学術交流の拡大（大

統領プロジェクトとして新設予定のガララ大学へのカリキ

ュラム作成協力や教員派遣・年間約 100人のエジプトからの

学生受入れ等）について会談【令和元年 8月】 

 

 

 

 

○ 世界とつながる国際的ネットワークの構築 

╛ ⌂≥─ ╛ ⌂≥ ⌂ ─ ≢─ ₁⌂ ╩ ╘╢≤≤╙⌐

─ⱢⱩ ╩ ≤⇔ ה ─ ה ≤─ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ה

─ ╩  

 ☆ 新たな大学間国際交流協定の締結（51機関 53協定） 

☻◘◐♥ה fi▫♥☻כ○ ₒ 30 7 ₓ 

♄꞉fiꜟה ₒ 30 11 ₓ 

ה ₒ 30 11 ₓ 

♩fi⸗כⱣה ₒ 30 12 ₓ 

◓ꜟfi◒♩Ɑ♥ꜟⱩ◘ה ₒ 31 4 ₓ 

ה ₒ 31 4 ₓ 

ה ₒ 5 ₓ 

ה ₒ 6 ₓ 

ה ₒ 7 ₓ 

  ╒⅛ 42 9 ╕≢⌐ 360 ╩  

☆ 新たに 6海外拠点（センター）を開設 

ה ה ⌐₈ ה  ☿fi♃₉כ╩ ₒ 30 8  x

ꜟ♩כfiⱣꜝ►הꜟ◗fi⸗ה ⌐₈ ⸗fi◗ꜟ ☿fi♃₉כ╩ ₒ 30 9 ₓ 

כ♃☻Ⱶꜙfiה♠▬♪・ ⌐₈ Ⱶꜙfi☻♃כ☿fi♃₉כ╩ ₒ 5  x

ה ה ⌐₈ ☿fi♃₉כ╩ ₒ 8 ₓ 

ה ה ⌐₈ ☿fi♃₉כ╩ ₒ 8 ₓ 

◖◦◐ⱷה ⌐₈ ⱷ◐◦◖☿fi♃₉כ╩ ₒ 9 ₓ 

9 ─ 22  

 

○ その他国際戦略に関する取組 

☆ 日本と台湾間における学生や研究者交流の拡大に向けた議論を深めるため，「第 2回日台大学学長フォー

ラム」を，広島大学が開催校として開催【平成 30年 6月】 

☆ 学内・地域・海外へと展開する日本語・日本文化教育拠点として，国際センターを改組し，「森戸国際高

等教育学院」を設置【平成 30年 10月】 

Ἒ ╣ⱪ꜡◓ꜝⱶ₈ 3+1ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐≡ 3 146 2

90 ╩ ╣ₒ 30 10 ₓ 

☆ 外国人留学生等が英語で気軽に相談できる窓口として森戸国際高等教育学院「ウェルカムデスク」を開設 

【令和元年 5月】 

 

◎ 病院に関する取組 
Ἒ ─ ⅜ AMED ─ ⌐

ₒ 30 10 ₓ 

◦כ◦ꜟ◄ ≤ ─ ─  
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Ἒ ⅜ כ◑ꜟ꜠▪╢↑⅔⌐ ─ ╩ ℮₈ כ◑ꜟ꜠▪

₉⌐ ₒ 31 2 ₓ 

Ἒ ╩ ╘╢√╘ ─ ╩ ℮ ╩ ∆╢₈ ─ ╩ ℮

₉⌐ ─ ≤⇔≡ ₒ 31 2 ₓ 

Ἒ ≡╪⅛╪☿fi♃כ⅜ ≤⌂╢₈◌♩ⱴfi☼≤ ⌐⅔↑╢≡╪⅛╪ ┘

₉⅜ JICA─₈ ─ ₉ ─ ⌐ ₒ 8 ₓ 

 

◎ 管理運営に関する取組 

Ἒ ₈ ⅜ ⇔ ─ ╩ ↕∑╢ ₉╩ ⇔ ⌂ ╩  

ₒ 30 7  x

Ἒ ─ ₁≤ ∆╢ ₈ 12 ⱱכⱶ◌Ⱶfi◓♦₉כ╩  

ₒ 30 11 ₓ 

Ἒ ─ ┘ ─ ─ ⅛╠ 2020 1 ⅛╠◐ꜗfiⱤ☻ ╩ ≤

∆╢₈ ◐ꜗfiⱤ☻ ₉╩ ₒ 31 1  x

Ἒ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiⱴכ◒╩ ⇔ ─◦fiⱲꜟⱴכ◒╩ ⌐ ₒ 31 3 ₓ 

Ἒ ₈▪☺▪ ≢ ╙▬ⱡⱬכ♥▫Ⱪ⌂ ꜝfi◐fi◓ TOP75₉⌐⅔™≡ 13 ▪☺▪ ≢│

45 ⌐ꜝfi◒▬fiₒ 8 ₓ 

☆ 基礎研究から産学連携，技術移転まで一貫したシームレスな研究マネジメント体制を構築するため，学術

室，社会産学連携室を統合，並びに産学・地域連携センターの機能を集約して，10 月 1 日に「学術・社会

連携室」を設置することを決定【令和元年 9月】 


